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食塩摂取量と尿中ナトカリ比（Na／K）報告書のご案内 

平素は当検査センターの業務に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、このたび当検査センターでは、新たに尿中ナトカリ比の検査を開始いたしました。 

これに伴い、日本高血圧学会 減塩栄養委員会委員の日下美穂先生にご協力いただき、  

次頁のとおり、患者様への周知を目的とした報告書 （Ｂ5 版）をお送りさせていただくこ

とになりましたのでお知らせいたします。 

つきましては、貴院におかれましても必要に応じてご活用くださいますよう、お願い

申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呉市医師会 臨床検査センター（満留） 

TEL 0823-25-7755 

FAX 0823-24-8890 

尿中 Na/K 比測定のすすめ                                                  
 

厚生労働省の「健康日本 21」（2019 年改訂）によると、日本の死亡リスクの第一位

は、喫煙を抜いて「高血圧」となりました。高血圧は日本国内で約 4,300 万人が抱える

わが国で一番多い疾患であり、脳血管疾患、心臓病、腎臓病の原因となるだけでなく、

寝たきりや認知症のリスクを高め、健康寿命を脅かす要因ともなり、高血圧対策は重要

な社会問題のひとつです。 

 

高血圧の主な原因は、日本人に特徴的な「過剰な食塩摂取」です。これを評価する指標

として、尿中 Na/K 比（ナトリウム／カリウム比）が最近注目されています。研究によ

り、この比率が血圧と密接に関連することが判明し、日本高血圧学会では尿中 Na/K 比測

定の活用を強く推奨しています。 

 

呉市医師会臨床検査センターでは、従来の推定食塩摂取量の評価に加えて、尿中 Na/K 比

の検査を開始しました。検査には随時尿（午前中の尿が望ましい）を提出していただく

だけで、簡単に測定できます。尿中 Na/K 比の理想値は 2 未満とされ、ナトリウム

（Na）が少なく、カリウム（K）が多い方が血圧に効果的です。そのため、患者さんには

塩分を控えめにし、野菜・果物・乳製品を積極的に摂取するよう指導をお願いします。 

 

この検査をぜひ診療にお役立てください。 

 日下美穂（日下医院） 

 日本高血圧学会 減塩栄養委員会 委員 
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